
オーバーオール「オールポケッツ」の操作画面 

　「オーバーオール」の代表である渋
谷綾子さん。盛岡と東京方面との頻
繁な行き来を持ち前のバイタリティ
で難なくこなす。「システムを採用し
ていただけるのは企業のトップの皆
さん。IT不況といわれるいまこそ、魅
力あるコンテンツをそうした方々に
アピールしていきたいですね」 

　スタッフの山口さんとインキュ
ベートルームにて 

　総務省の調査によると、全国の携帯電話契約件数は平成14年12月末現在
で7,351万件に上る。これは人口比率で見ると57.8％、世帯数比率で見ると
156.3％で、まさに「1人1台・一家に1台以上」という計算になる。より高機能に、
より複雑化する携帯電話だが、そうした「進化」だけに目をうばわれるのではな
く、魅力的なコンテンツとシステム開発に取り組むのが「オーバーオール」のスタ
ッフたちだ。 

◆インキュベートルー
ムとは／企業成長を
支援するための施設
で、創業間もない企
業等に低額で貸与す
るマリオス7階のオフ
ィススペース。入居者
に対しては総合的な
支援を実施している。 

有限会社オーバーオール／DATA 
　盛岡市盛岡駅西通2-9-1　マリオス7F 
　TEL 019-621-5276　FAX 019-621-5286 
　ホームページ　http://www.overall.co.jp 
　Eメールアドレス　info@overall.co.jp

4人の仲間が集まって 
　「オーバーオール」の設立は、
平成14年10月。代表である渋
谷綾子さんを中心にチャレン
ジ精神あふれる若い開発者た
ちがメンバーだ。 
　「自分たちで仕事を始める時
は絶対に“オーバーオール”と
いう名前でやりたかったんです。
音として聞いた時のかわいさ
に加えて『over』『all』――『すべ
てを超える』という前向きな意
味もいいですから」 
　企業向けの多種多様なシステムを手がけ
る中で自然とわき上がってきた新しい分野
への挑戦という気持ち――それが出発点だ
った。 
 
携帯電話を誰でも活用できるように 
　「私たちが最初に着目した製品の対象は携

帯電話でした。これにはもちろんシステム的

な部分も重要ですが、よりユーザーの視点を

重視してどのように利用されるか、を踏まえ

ることも必要だと思うんです」渋谷さんは、最

近のより高度なサービスが必ずしもニーズの

すべてではないという。 

　「例えばmコマース（モバイル決済）を応用し

た自動販売機がありますよね。携帯電話で飲

み物が購入できるので、硬貨が不要という利

点は将来的に必要な技術でしょう。ただ、その

前に携帯電話を本当の『ツール』として活用で

きる方法があると思っています」 

　その例として、産声を上げたばかりのソフ

ト「オールポケッツ」を見せてもらった。誰で

も気軽に携帯用ホームページを作成できるこ

とを目指して開発されたものだ。 

　「携帯電話各社や機種により、さまざまな差

異があるため、一度の作業で全ての携帯電話

にあったホームページを作ることが出来ませ

んでした。そのため携帯電話向けホームペー

ジを作るには制作コストや時間を費やすこと

を要求されていました。「オールポケッツ」を

使うことで作業の効率化とともにインタラク

ティブな表現が可能になります。「もちろん利

用していただく皆さんは、プログラミングの

知識などは必要ありません。自分が作りたい

ホームページをイメージしていただき、後は

自由に組み立てていけます」 

 

北の地から新しい世界を発信 
　「オーバーオール」では、自社製品のほかにも、

企画からクライアントと共にシステムを組み

上げるプロジェクトにも参加している。 

　「現在進行している教育関連の携帯電話用

コンテンツもいままでなかったものをという

ことから、東京の会社と一緒に開発しています。

これからもこうしたコラボレーションは続け

ていきますが、やはり北の地から魅力あるコ

ンテンツやシステムを発信していることをも

っとアピールしたいですね」 

　「オーバーオール」には胸当て付きのズボン

のほかに「総合的な、全体的な」という意味が

ある。一部の経験、知識豊富な人たちだけでなく、

ユビキタス社会へ向けたツールの実現――「オ

ーバーオール」がその扉を開こうとしている。 

有限会社オーバーオール 
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◆天気図は、「下請中小企業経営動向調査」結果並びに下請取引あっせん業務の窓口から見た生産状況、収益性を総合的にとらえたものです。 
◆『精密板金』『表面処理』については『金属製品』に取りまとめています。 
 

（対象期間　平成（対象期間　平成14年10月～12月） 
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業種加工内容 

【繊維・繊維製品】 

【合成樹脂製品】 

【鋳　　造】 

【鉄骨・製缶】 

【機械加工】 

【プレス・金型】 

【金属製品】 

【組　　立】 

ポ イ ン ト  現況 見通し 

かなり悪い 

業種別下請関連企業の 
現況と見通し 

　今期「受注単価が値下りした」が22％から56％に大きく増加している。 
一方、「値上りした」は５期連続で0となっており、単価下落の傾向がいっ
そう顕著になっている。「業界全体が下向き」の76％も全業種中最多であ
る。こうした状況の下、高級品を製品の保管・出荷まで一貫して請け負う
力のある企業に仕事が集中していく傾向が見られる。 

　「売上が増加した」の38％及び「利益が増加した」の29％はともに前回
と全く同じであった。一方、「売上が減少した」が19％から38％に、「利益
が減少した」が38％から48％に大きく増加しており、二極分化の傾向に
ある。自動車部品及びカメラ部品を手がけている企業に好調なところが
多い。 

　「売上が増加した」が8％から43％に、「利益が増加した」が15％から
46％に大きく増加しており、これまでの不振とは打って変わって好調な
企業が多い。しかし、期中に原材料が軒並み値上げされたほか、12月以降
は受注減となっている企業もあり、今後については不安材料が多い。 

　「操業度100％超」が25％から51％に増加し、生産活動が上向いてい
るものの、「受注単価が値下りした」の59％は全業種中最多であり、単価
下落の傾向は続いている。「他県の単価が安すぎて見積りに勝てない」と
いう意見もあるが、反面、本県企業としてもコスト構造の改善を求められ
ている状況にあるとも言える。 

　「売上が増加した」が14％から29％に、「利益が増加した」も11％から
24％に増加しており、２期ぶりに回復に転じた。一方、「先行きはわから
ない」の15％は全業種中最多であり、不透明感も強い。業界別では自動車
が安定しているほか、建設機械が好調。ただし、後者については主に中国
での需要増に伴うもので、一過性に終わる可能性もある。 

　「売上が増加した」は３期連続、「利益が増加した」も２期連続で増加し
ている。また、「業界全体が上向き」が前回の0から14％に増加しており、
改善の傾向が著しい。コネクタをはじめとする精密金型の企業が好調で
ある反面、プレス加工主体の企業は苦戦を強いられている。 

　「売上が増加した」の46％、及び「操業度100％超」の43％は全業種中
最高である。精密板金・表面処理ともに営業力のある企業の健闘が目立つ
が、これは、こまめに得意先に出向いて少ないチャンスをものにした結果
と考えられる。逆に、売上及び利益が減少した企業には、大口得意先の不
振に影響されたところが多く見受けられる。 

　「売上が増加した」が３期連続で増加している一方、発注企業の海外シ
フトが原因と見られる発注打切りや減産に追い込まれた企業も少なくな
い。ハイクラスのクリーンルームを設備しているなど、価格以外のセール
スポイントを持っている企業の健闘が目立つ。 

 お問合わせ先 取引支援課 TEL 019-621-5385　FAX 019-624-5480 
  URL http://www.joho-iwate.or.jp/torihiki/　E-mail sitauke@joho-iwate.or.jp
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